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　1799～1817年の間、18年近く長崎に滞在し、1803年より14年間にわたって出島オランダ

商館長を務めたドゥーフ（Hendrik DOEFF，1777-1835）は、オランダ通詞の協力を得

て日蘭辞典を編纂した。約50,000語を収載するその辞書は、ハルマ（François HALMA， 

1653-1722）の『蘭仏辞典』（Woordenboek der Nederduitsche en Fransche Taalen）の第

２版（1729年）を基に、同書のフランス語部分を日本語に書き換える形で作られた。幕府

献上のために改訂されたものが『道訳法児馬』等の名で写本として流通し、さらに幕末に

はそれがほぼそのままの形で『和蘭字彙』（1855～1858年）として桂川甫周（国興、号は

月池、1826-1881）により出版された。ドゥーフの辞書は今日は主に『ドゥーフ・ハルマ』

として知られているが、同じ『蘭仏辞典』を底本に江戸で刊行された『ハルマ和解』（1796

年）と区別するために、それぞれ『長崎ハルマ』と『江戸ハルマ』と称されることもある。

　『ドゥーフ・ハルマ』には諸本あるが、中でも高知県立高知追手前高等学校蔵本はドゥー

フの自筆本であり、初稿と考えられる（松田 1984b）。頁の左側にオランダ語、右側にロー

マ字で日本語訳が記されている。ローマ字表記からは、当時の日本語の音訛や略音、一部

揺れを見せるハ行音の音価など、仮名では書き表せない情報が読み取れる。さらに、

ドゥーフが1816年に執筆し、第 ２稿に付された凡例によると、訳語には卑語俗語、方言を

積極的に採用したとのことで、成立当時に出島で話されていたオランダ通詞の口語が分か

るという特徴がある。

　以上のように、本書は近世長崎の口語資料としての可能性が期待できる。前稿（トー

ト・前田・原田 2022）では、言語資料の整備を目的として、Ｆ項目を翻刻した。Ａ項目

を翻刻した松田氏（1984b，1986）に倣って『和蘭字彙』の翻刻と対照させたため、初稿

から『和蘭字彙』までの改訂過程の詳細の検討にも利用できるものになっている。例えば、

初稿の長崎方言が『和蘭字彙』で中央語に置き換えられている項目とそうでない項目の比

279 279

研
究
資
料



較により、当時の方言観が窺える。また、西洋特有の概念を表わす語や表現が初稿と『和

蘭字彙』のそれぞれでどう訳されているかを検討し、異文化交流の一次資料として用いる

こともできる。オランダ語部分にも改訂が見られるため、その詳細が確認できるように

『蘭仏辞典』第 ２版のオランダ語をも含めた。

　本稿では、前稿のＦ項目に続いて、Ｃ項目を翻刻することにした。翻刻作業を進める時

間の確保の困難が予想されたため、語数の最も少ないものを選んだのである。これからは

Ｄ項目とＥ項目に取り組み、初稿の第 ３ 巻（CD）と第 ４ 巻（EF）の翻刻の完成を目指し

たい。

凡例

１ ．翻刻にあたり、以下の諸本を使用した。

・『蘭仏辞典』第 ２版

　Halma, François. Woordenboek der Nederduitsche en Fransche Taalen, 2nd ed. 

Amsterdam: Wetsteins & Smith, 1729．スタンフォード大学図書館蔵、１冊、四つ折り

判。Google Books の電子画像（https://www.google.co.jp/books/edition/Woordenboek_

der_Nederduitsche_en_Fransch/be9OAQAAIAAJ）を使用した。

・『ドゥーフ・ハルマ』初稿

　高知県立高知追手前高等学校蔵、12冊、27.5 cm。Ｃ項目は第 ３ 巻に収録されてい

る。成城大学経済学部の陳力衛教授に電子画像をご提供いただいた。

・『ドゥーフ・ハルマ』初稿のフィッセル筆写本

　オランダ王立図書館蔵、 ３冊、四つ折り判。Ｃ項目は第 １巻に収録されている。出

島オランダ商館の荷倉役フィッセル（Johan Gerard Frederik VAN OVERMEER 

FISCHER（FISSCHER とも），1800-1848）が用例等を省略しながら初稿を筆写した

ものであるが、訳語はドゥーフのローマ字表記に加え、日本人の手による片仮名表記

と平仮名表記が添えられている。参考になると判断した場合はフィッセル本の表記を

備考欄に記した。

・『和蘭字彙』

　桂川甫周蔵梓、日本橋通二町目［江戸］：山城屋佐兵衛、安政 ２［1855］序、安政

５ ［1858］跋。国立国語研究所研究図書室蔵、10冊、26.2 cm。Ｃ項目は第 ２ 巻に収

録されている。国立国語研究所研究図書室の電子画像（https://dglb01.ninjal.ac.jp/
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ninjaldl/bunken.php?title=orandazii）を使用した。

２ ．左右見開きにし、各本のオランダ語を左の頁、初稿と『和蘭字彙』の日本語および備

考を右の頁に示した。原則として原文の表記に忠実な翻刻に努めたが、便宜上、以下の

方針を取った。

・オランダ語

　ドゥーフは ij をすべて y ととらえハルマのアルファベット順を変えて、桂川も

ドゥーフの方針に従った。翻刻では桂川の並び順を採用し、ハルマまたはドゥーフの

並び順が異なる項目は備考欄に注記した。

　ハルマは同じ要素で始まる複合語や派生語のうち最初のものを全大文字にし、それ

以下のものをぶら下げインデントにしているのに対して、ドゥーフと桂川は全大文字

表記を用いず、用例のみぶら下げインデントにしている。翻刻では、それぞれの原文

でインデントのない項目を太字にした。初稿はインデントの有無が判断困難な場合も

あるため、一貫性を重視して用例以外のものをすべて太字にした。

　当時のオランダ語で同じ音の表記に用いられることが多かった ij と y は忠実に転

写したが、長い はすべて短い sにした。

　初稿は C/c、G/g、J/j、K/k、O/o、R/r、V/v、W/w、Z/z など大文字と小文字

の字体が大きく異ならないものが多いが、少しでも判断が困難な場合は、各項目や用

例の頭文字、用例における見出し語の頭文字、品詞表示の次の語の頭文字、固有名詞

の頭文字を大文字するなど、一貫性を目指した。ZM、WW などの品詞表示は読みや

すさを考慮してすべて全大文字にした。スペースの有無が判断困難な場合も、複合語

を繋げて書くなどして一貫性を重視した。

　初稿に数多く見られる訂正の痕跡に関しては、ドゥーフが単語の途中で一文字を書

き間違えてすぐに上書き訂正したと思われるものは訂正後の語形のみ転写することを

基本としたが、ドゥーフまたは他人が後で修正した可能性が高いものや他の項目との

関連があるものなどは、オランダ語欄で訂正痕跡をそのまま転写するか備考欄に注記

した。

・日本語

　初稿の長い と短い s、大文字と小文字、スペース、修正の痕跡に関してはオラン

ダ語の翻刻方針に準ずる。参考のために、初稿の日本語の翻刻者による現代漢字仮名

遣いへの転写も含めることにした。
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　『和蘭字彙』の漢字表記において、旧漢字や異体字は、「夲」→「本」、「艸」→「草」

のように現行のものに改めた。原文の振り仮名は「衒（カタリ）」、「敏捷（テバヤ）キ」

のように（ ）で括り、漢字の後に小さくして示した。振り仮名以外の小書き文字に

関しては、二つの訳語を分ける「又」および訳語に対する説明は「形（ナリ）又 流行

（ハヤリ）又 細工 金銀ノ」のように忠実に反映させたが、送り仮名や長い用例を一行に

詰めるための小書き文字など、特段の意味がない場合は小さくしなかった。

３ ．オランダ語項目において用いられる略語記号等の意味は以下の通りである。

Als, ...	 ― 「（例えば）…のように」

byv.w./bijv.w.	 ― bijvoeglijk naamwoord「形容詞」

	     （『蘭仏辞典』および『和蘭字彙』）

byw./bijw.	 ― bijwoord「副詞」

drukkersw./drukkers woord	 ― 「印刷用語」

g.w.	 ― generlei werkwoord「自動詞」

koopmans woord	 ― 「商人用語」

meerv.	 ― meervoud「複数形」

ond.w.	 ― onduits woord「外来語」

oud w.	 ― oud woord「古語」

stadh.w.	 ― stadhuiswoord「改まった（外来）語」

	     （直訳するなら「市役所用語」、つまり「お役所言葉」）

straat woord	 ― 「俗語」

toev.	 ― toevoeglijk naamwoord「形容詞」（初稿）

w.der Wiskunde	 ― woord der wiskunde「数学用語」

w.der zangkonst	 ― woord der zangkonst「音楽用語」（初稿）

w.van de zang kunde	 ― woord van de zangkunde「音楽用語」

	     （『蘭仏辞典』および『和蘭字彙』）

w.w.	 ― werkend werkwoord「他動詞」

z.g.	 ― generlei zelfstandig naamwoord「中性名詞」

z.m.	 ― mannelijk zelfstandig naamwoord「男性名詞」

z.v.	 ― vrouwelijk zelfstandig naamwoord「女性名詞」

zeew.	 ― zeewoord「海事用語」
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zie ...	 ― 「…を見よ」

*	 ― 比喩的表現（初稿では俗語にも用いられている）

‡	 ― 俗語（『蘭仏辞典』および『和蘭字彙』）

D	 ― ドゥーフによる追加項目・用例（『和蘭字彙』）

前稿（トート・前田・原田 2022）の正誤

・374頁―FLOERS のオランダ語欄

・392頁―Fruitstuk のオランダ語欄
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